マイナーメンテナンス作業-40-3 作業手順・計電関係　計装ループ絶縁、抵抗測定手順
	計器ループ絶縁、抵抗測定手順


㋑　対象ループをパネル側端子（ＣＨ内ＮＴＲ）にて浮す。
 eq \o\ac(○,※)対象ループであることを充分確認（端子番号、線番、図面等の照合）の上、実施のこと。

 eq \o\ac(○,※)浮す線は必ず現場側（原則的には端子左側の圧着端子の付いている線）のこと。

㋺　測定容量
	・対地間絶縁
	----
	測定器（メガ）のアース側プローブ（クロ色）を近くの鋼材に継ぎ、一方のライン側プルーブ（アカ色）を被測定ループの一線に当て、ＳＷをＯＮにし、その時の指示値を読取る。

 eq \o\ac(○,※)アースが完全かどうかの確認法として、ライン側プルーブを強制接地し、その時指示計が振切れればＯＫ。
但し、後述するＤＣメガに関しては、この方法はダメ。

	・線間絶縁
	----
	ライン側プルーブ、アース側プルーブを夫々ループの端末に当て、その時の指示値を読取る。

	・線間抵抗
	----
	回路テスターを使用し、線間絶縁の要領で行う。


㋩　測定の種類と範囲

	対象ループ

の種類
	測定の種類と範囲
	使用可能メガの種類
	

	
	絶縁抵抗（ＭΩ）
	線間抵抗

（Ω）
	ＤＣ

低電圧
	100V

20MΩ
	500Ｖ

100MΩ
	

	
	対地間1
	対地間2
	線間
	
	
	
	
	対地間1：対象ループの１線のみの測定です。

対地間2：２線共測定する。

	電源ループ
	○
	
	○
	
	○
	○
	
	

	接点入力ループ
	
	○
	
	
	○
	○
	○
	

	信号ループ
	○
	
	
	
	○
	
	
	

	電磁弁ループ
	○
	
	
	○
	○
	○
	
	

	熱電対ループ
	○
	
	
	○
	○
	○
	
	

	(ケーブル単体)
	
	○
	○
	
	○
	○
	○
	


㋥　滞電気除去

メガリングを実施した配線を復旧する前には、メガによりループに印加した電気を除去するため、線は必ずアース（接地）のこと。

㋭　配線の復旧（端子継込み）

 eq \o\ac(○,※)端子ビスは弛みの無い様に。

 eq \o\ac(○,※)１線を端子付けした途端、残りの１線は活きの状態になることを念頭に。

㋬　測定結果の判定基準

	・絶縁値
	--------
	１０ＭΩ以上を合格とし、未満のループにあっては原則として原因追求→改修を実施のこと。

	・抵抗値
	--------
	電磁弁―――５０～３００Ω位
熱電対―――３０～２００Ω位
（発信器：４８Ｖ）－（１３０～１７０kΩ位）
（　〃　：２４Ｖ）－（７０kΩ位）















